
議会運営委員会会議録 

 

 平成１３年８月２９日午前９時００分から委員会室で開かれた。 

 

１．出席委員 

        ◎森河 昌之  ○萬里川美代子  中西 和夫 

     野呂 民平      西谷 剛周      木田 守彦  

  小野議長 

  欠席委員  松村 健一       

 

２．理事者出席者 

          総務部長 植村 哲男 

 

３．会議の書記 

          議会事務局長 小野 美枝子  同係長 上埜 幸弘 

 

４．審査事項 
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 開会（午前９時００分） 

 

  あいさつ 

 

  署名委員 西谷委員、木田委員 

 

  はじめに平成１３年度第４回斑鳩町議会定例会についてということで

、会期については日程を配布しておりますので、確認をお願いしたいと

思います。 

   

  ここで報告だけさせていただきます。松村議員から９月３日から９月

２７日までの会議には、次の理由により出席できませんので、会議規則

第２条の規定により届けます。理由として血圧に異常があり加療静養の

ためということで、欠席届が出ております。９月議会を欠席ということ

でお受けしますので、ご報告出させていただきます。 

 

 （提出予定議案の説明） 

 

 ただ今の説明についてご意見ございますか。 

 

 水道の企業債の借り換えが認められたということですが、今までは借

換は認められなかったのではないか。 

 

 高料金対策として借入率が高い分について申請すれば認められるもの

で、昨年も借り換えをしております。 

 

 先日新聞を読んでいたら、地方交付税の計算の算入数値が間違ってい

たということで、交付税がもらえなくなって、ひょっとしたら債権団体
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になるかわからんということが報道されましたが、うちの場合は増えて

いる原因は何か。 

 

 ５％減になるということで予算措置をさせていただいていたものが、

実際には５％までの減にならなかったということの中で、当初よりも確

定した額が増えたということです。 

 

  他にご意見がなければ総務部長に退席をしていただきます。 

 暫時休憩します。 

 

  再開いたします。 

  議案の付託について決めていきたいと思います。 

 （別紙のとおり決定） 

 

 決算の認定についてでございますが、議長から委員７名の報告をいた

だいております。 

  総務から山本議員、松田委員、萬里川委員、建水から浅井議員と私（

森河議員）、厚生では西谷議員と里川議員、この７名を聞いております

のでご報告申し上げております。 

  次に、その他について、要請書等の取り扱いについて議長より報告を

求めておきたいと思います。 

 

 皆さんのお手元にお配りしております８月１３日付の西和警察署長及

び西和警察署少年補導員協会の会長の連名で「少年の非行防止及び健全

育成に関する決議」の採択についてということでお受けいたしておりま

す。このことについて、議長の方で本来ならば議会運営委員会で審議を

願って付託するなり、いろいろ審議をしていただければよかったのです

が、緊急性というのはございませんが内容を把握したところ、議員の皆
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さんに同意を得られるような内容ですし、できれば早めに決議した方が

いいかなと判断いたしまして、２４日の総務委員会にお願いしました。

そして総務委員会の方で検討していただいた結果、総務委員会には近い

けれど、むしろ青少年問題協議会に議員も出ておりますので、そちらか

ら決議をしていただいたらどうかという要請があってもいいのではとい

うこともあって、３常任委員長と青少年問題協議会に行っていただいて

いる議員さん、具体的に名前を挙げさせていただくと、山本委員長と喜

多委員長と中西委員長、それから里川議員に発議者になっていただいた

らどうだろうということで、総務委員会でまとめていただきました。私

の方で喜多委員長、中西委員長、里川議員に口頭でこういう旨お願いで

きるかということで、皆快諾をいただきまして、今週中にできれば決議

をしていただきたいという思いがありますので、初日に追加日程といた

しまして４名から発議していただいて、採択をお願いしたいと思ってお

りますのでよろしくお願いいたします。 

 

  ただ今議長の方から要請書に対する発議ということで、これも初日に

お願いしたいということですが、これでよろしいでしょうか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

  異議ないようですので、４名の議員さんのご協力をいただきましてよ

ろしくお願いしておきたいと思います。 

 次に、２００１年国民平和大行進奈良県網の目行進の要請書が来てお

りますが、議長から従来どおり配布ということにさせていただきたいと

いうことでございますが、これでよろしいでしょうか。 

 

 （ 異議なし ） 
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  それでは配布ということにさせていただきます。 

 次に、シルバー人材センターから決議文が来ておりますが、そのこと

について議長よりご説明をいただきます。 

 

  全国シルバー人材センター事業協会が決議をしたということで、これ

を見ておいてほしいという趣旨の形で持ってこられておりますので、私

の方で内容的には議論をしていただくというものではありませんでした

ので、配布ということにさせていただきたいと思います。 

 

 最後に国及び地方公共団体の支援と助成を強く要請するものと書いて

ありますが。 

 

  このように決議してますよということのお知らせみたいなものと受け

止めている。 

 

  町も年間１，０２０万円ほどシルバー人材センターに補助している。

それ以上のことは、事業もやっておられるし、これでいいのではと思う

。 

 

  これを受けて厚生委員会で論議してくれたらいい。 

 

  決議しましたよと言って持ってこられたものを全部審議しないといけ

ないということになると思いますので、木田委員が言われたように町の

絡みとかを考えたら、厚生委員会でも議論していただいたらいいかと思

いますが、もしこれを配布したことによって厚生委員さんの中からそう

いう発言があればまた議論していただきたいと思う。議会運営委員会か

ら議論してくださいという内容の文書ではないと思う。 
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  配布ということで留めておきたいと思います。 

  次に、１２月の定例会の日程のことについてですが、土日議会を開催

するかしないかということについて皆さんにお諮りしたいと思います。 

 

  前回１２月議会の前の時、私議会運営委員会におりましたが、いろい

ろ議論があって、確か見直そうという意見が出てたように思う。昨年は

日程的に町長が１２月のはじめに町村会の会議あったのでしかなく土日

を充てたという形で議会運営委員会で決めさせていただいた思う。過去

４回行ったという中でいろんな意見があったと思いますが、昨年の１２

月議会の日程を決定する段階で見直しを含めて議論する。昨年の１２月

議会は土日議会を開催という形でなく、町長の日程の都合上土日に議会

が開催されたとそのように認識しております。そういうことで議会運営

委員会の皆さんで議論していただいたらありがたいと思います。今のは

議長としての意見ではないということでお願いします。 

 

  それはおかしい。昔の肩書きではしゃべれないと思う。 

 

 議長として言わさせていただけるのなら、私は土日議会は今回は止め

たいという気持ちです。 

 

  確かやるかと言ったときは、町長選挙があって、１２月議会に再選さ

れた町長に次の施策について質疑をするということは大事だということ

で、あの時は始まったと思う。そういう経緯があって、後は毎年検討し

た結果、何月にやるかというようなことも論議がありました。やっぱり

予算編成を前にして各議員から１２月議会でいわゆる予算を受けた一定

の意見を出すと、そういうことを論議してもらうということが非常に大

事であるというような論議の下で１２月議会が比較的課題も少ないとい

うことで続いてきたと思う。その効果のほどは町民に聞いてみないとを
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中西委員 

からんと思うけど、少なくとも当初においては非常にセンセーショナル

新聞報道を受けて相当来たと、その後の平均数値を出してみないと分か

らないけれど、やはり土日というのは絶対に来られない人が来られる窓

口だけは少なくとも開いているわけです。そういうことでは町民にどう

定着するかはさておいても、議会が町民に特に働いている方に対して門

戸を開くということについての評価は高かったように思う。そういうこ

とから今回も町長選挙の後になるし、今度は５期目になるし、５期目で

何をするのかといったこともあると思う。住民にとって見たら今回いろ

んな面で関心があると思う。そういうことからいって全国的に見てもや

っていないことであるし、やるべきだと思う。あと職員については相当

負担をかけているというようなことがある。これは町長自身が決めたこ

とで議会が決めたことではないわけですが。そのところは町側と職員労

働組合が話をしてもらって、それが非常に職員の負担になるのであった

ら、一般業務については検討してもらったらいいと思う。そういう問題

を論議してもらったらいいと思う。 

 

 普段の議会の傍聴者の数はどれくらいですか。 

 

 平成９年第１回目は延べ９５名、１０年が６４名、１１年が６５名、

１２年が８３名がお越しいただいております。昨年の一般的な傍聴の数

を見ますと３月が４７名、６月が３４名、９月が５２名、１２月が８３

名ということになっております。 

 

 今の数字を見ても普段の傍聴より多いというのは、それだけ土日休み

の方が来られるという表れかなと思う。この数字を見る限り、私は住民

の方に年１回ぐらいは土日議会をやっていただいたらと思います。 

 

  土日議会を開く場合、庁舎のいろんな経費的な面を考えていったら、
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３０名程度の人数でそこまでやっていく意味はないのではないかと思う

。 

 

 今まで４年間続けてきて、おしなべて見たら７０人の方が来ておられ

るという評価はできますが、やはりそれまでの審議の過程で私が議長を

させてもらっていたときでもそういうことを見直して皆にお諮りすると

いうことであったと思います。この際議運だけでなく、全協でも諮って

みんなの意見を聞いていただいたらいいと思う。私はやってもやらなく

てもどちらでも結構かと思いますが、土日ということで２日も職員に負

担をかけるというのは少ししんどいのではないかと思う。できたら私も

休みたいのが本音です。しかし興味があってこうして傍聴に来られるの

ですから、職員の負担を少なくするという大前提の下で考えていただい

たら結構かと思う。 

 

  平成９年から土日議会がありましたが、その時私は副議長だったので

すが、それは議長提案で、その時副議長は議運に入れなかったから知ら

なくて、当日決定と同時にこれを報告していただいて、私も前に座らせ

ていただきながら手を挙げて聞いたという恥ずかしい話があったという

ことがありました。この土日議会というのは住民の要望から挙がって来

たのかと聞きました。また声の欄に入っていたのですかということも聞

いたらそうでなくて、要するに議長の提案であったということが分かっ

た。副議長でありながら一つもそれに触れていただけなかったというの

がすごくその時は残念でありました。 

 一番最初１２月はなぜなのかということをお聞きしたときに、町長の

改選があった中で施政方針を聞いていただけるであろうと、だから１２

月にしたらどうだろうかということから始まったわけです。一般の過程

においたら、１２月の師走の忙しいときに傍聴は如何なものかというこ

とで、３月議会、６月議会、９月議会もあるじゃないかという一定の議



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論をされて、今も言われたように決算とか予算とかがない１２月が一番

ベターであるということだったのですが、何回かそれをするにつれてや

はり私たちも一般質問をする中でずっと勉強もし続けて土日も出るとい

うのはしんどいなと言ってきた。私たち一般質問をする人間でさえもし

んどいんやから、理事者側は一般質問の答弁をするために相当の中での

掌握をしながら望んでおられる。相当お疲れになっているんじゃないか

なということが１点ありました。ただ今もデータに出てきているように

ある意味では土日議会があるということで、町外の方も来られて勉強さ

れております。これは一定の評価はしていいと思っているのです。４年

間された中で、これを町外の方が来られて土日議会がどれだけ増えてき

ているのかと言ったらやっておられないところが多いと思う。私たちが

夜間の議会をやっているということで行きました。それは私たちにはな

じまないと思ってしなかったと思うのです。だからやっているけれどそ

れが近隣にもされてないということは、職員の関係、またその一定の話

題性があり、また問題意識のある方は平日でも休んでも来られる意識が

あるということで、あえてこのことをされなかったのかなと思うのです

。 

 私は他の議員も土日議会を止めたらどうかという意見も最初のスター

トから出てきておりましたので、４年された中で一旦止めてもいいので

はないかなと、そして私は皆さん方に要望したいのはこれは議会が先行

してやった中で、私は、もし今回１２月にしなかったということで、多

くの住民の方々の苦情が上がってきたときにもう一度この土日議会を考

えて進めてもいいのではないかと思います。ですから議員の反対の意見

ももう一度考えて、全協でもう一度諮っていただいて、その多数決の中

で今回土日議会を見直そうではないかという意見があれば、一旦止めて

改めて住民の方の要望が多くある中でやっていきたいという意見があれ

ば、真摯に受け止めて進めるべきではないかと思います。 
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  いろいろ賛否両論ある中で、ここで賛否をとって決めるべきことでな

いような気がする。やはり全員で協議すべきだと思う。 

 

 一定の論議はされたわけですが、ここだけで決めてしまうのは問題が

ありますので、やはり少なくとも全員協議会に諮ってどうするべきかと

いうことをすべきだと思う。ですから議運ではこういう一定の議論が出

たということを委員長から全協へ報告していただき、そこで議論をして

今回についてどうするか決めないことには間に合わないと思う。ただ私

は萬里川委員が言われた土日議会については議長発議であったんだと、

住民から挙がったものでないという意見が出ましたけれど、確かにその

とおりだと思います。そういうことを考えますと４年間やってきて住民

がどのように受け止めているか、その辺が耳に聞こえてきていないから

、できれば今回の９月議会の広報を出すときに広報の委員会で、このこ

とについてどう考えるかというアンケートを取るなり、意見を寄せても

らうなりというように議会広報を通じてやっていただきたいと思う。４

年間やってきた一定の総括を議員だけで判断を下すだけでなく、町民の

意見を集約して今後の参考にすべきだと思う。 

 

  いろんな意見があった中で、全員協議会の方で今日出た意見を説明申

し上げ、全員協議会の中で審議をしていただき、取りはからっていきた

いと思いますがそれでよろしいでしょうか。 

 

 （ 了 承 ）                                                 

              

 そうしたら議長と相談して、そのように取り計らいをしていきたいと

思います。 

 次に、閉会中における先進地行政視察についてということでございま

す。これについてはいろいろな意見も私の耳に入っております。建設常
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任委員会の方は日程行き先は決まっております。そして他の委員会はま

だですが、今回なぜそういうことを申し上げるかと言いますと、 

特に今後福祉会館のような大きな事業に対して全員で行ってはどうかと

いう声も挙がってきておりましたので、ここで全員に諮らせていただい

たらということです。皆さんのご意見をお聞きしたいと思う。 

 

  全員で行くということは、議会として議長から提案されたのですか。 

 

  他から声が出たので、一度ここにあげさせていただいたということで

す。 

 

 厚生委員会でそういう話は出たのですが、ただ斑鳩町は委員会審議を

重視する中で、以前に北海道へ全員で行った時にああいうことになった

中で、視察を議員全員でいくということの中では、受け入れ体制側の問

題もあるし、議会が全員で行く必要があるのかなということを多少思い

ましたので、厚生委員会の中では委員会は委員会で審議したらいいと思

う。私は全員で同じ施設を見るということで、議員それぞれが同じ理解

を得るということにはならないのではないかと思う。各委員会ごとで行

った方がいいように思う。 

 

 他町村で、平群町なんかでは全員で理解を深めるために行かれている

ということを聞いている。一定の目的で行くということに関しては委員

会だけでなくそれぞれの人が自分なりに興味のあることは違うところで

勉強もされていると思う。議会そのもので視察するのと個人的に行くの

とでは対応が違うということも私も経験しております。それと町長が行

政視察に全然入っておられないから、その辺もきちっとトップとして知

ってもらうためには入っていただいた方がいいのではないかという思い

もありました。それのやり方がどういうふうに持っていくかは、もし１
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回でもそのようなことがあれば行こうやないかということであれば、一

定の委員会は委員会で行って、後は希望者になるか分かりませんが、そ

れを全議員で行こうということになれば私費でなるのか分かりませんが

。今政務調査費というのが整えられているけれど、うちは持っていない

けれど、政務調査費というのがあればそれを使って全員行けるのではな

いかという議論にまでなると思う。私は希望として言ったので、それを

決定してほしいところまでは思っておりません。 

 

 委員会ごとの視察というのは、当時の松田委員長の時に委員会中心主

義にしようやないかということで、それまでは全員で行っていたわけで

すね。今西谷委員が言われた北海道の件については全体で行ってどうの

こうのというより視察内容について遊びの部分が多いやないかという指

摘です。その自己負担が少ないということですね。視察という名目にし

ているけれど遊びやないかと観光旅行やないかという指摘ですね。それ

が裁判で一定の判断を下したということですね。その件もあったかどう

かわかりませんが、とにかく大人数で行くのはどうしても乱れるという

意見もあった。委員会で行ったらこぢんまり行けるということですね。

それまで町の主要な行政課題についてたとえばごみ焼却場でありますと

か、し尿処理場でありますとか、大きな事業については全員で三役も行

ってそれについて研修するということですから、みんなの認識が勉強ど

も委員会に所属していないからまったくそれについては無知識というこ

とはなかった。大体同じレベルの認識、調査ができたという利点があっ

たと思う。ただそのときに多かったものですから、行ったところと２日

目によそを見るとか観光と見られても仕方がないとか、そういうものも

あって一定の議論があったということも事実です。しかし、その後の事

業火葬場にしましても文化ホー 

ルのような大きなものを一担当委員会でやったというのはどうしても論

議不足というものが否めないし、私個人としては少なくとも億単位のよ
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うな大きなものについては何らかの形で枠をはずしてもらって、研修が

他の委員も行けるような方策はないのかと、もちろん自費を出したら行

けるということですが、自費を出して行こうとしたら堪えるし、毎回は

行けないので参加していない。議決もしないと行けない。そういうこと

から考えてその辺についてはもう１回論議をしてもいいのかという気が

している。 

 今回の福祉センターについては場所的な決定についてもはたして全議

員の意向を反映しているのかどうか、全く反映していないと思う。 

土地を買うというのなら分かるが、借り地にするということですね。 

・・・・今回何とかしてそういうような形を作ってもらわれないかとい

うのが私の切なる願いでもあるわけです。 

 

 その経緯については、今の福祉会館をもう少し買収して協力してもら

うということで、何年にもわたって交渉してきている。その結果がこう

いうようになったということは、努力もしてもらっても、そこには買収

することに断念せざるを得んと。そこで他にということで、そういう案

が出てきたと思う。そこは年次的に考えて、そこがあかんとなったら、

１５年にはできないということになる。それがいいのかどうか考えない

といけない。 

 

 遅れてもいいものをつくる方がいいと思う。 

 

 

 我々としても、議員活動の中で見聞を広めるという意味で、委員会に

は属しないけれども、それに伴うことも若干組んでいきたいということ

もあると思いますので、次年度にも考えていったらと思う。 

 そういう話が出たということで、みんなに相談をかけていきたい。 
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 特に大きな施設については、理事者が行くべきだと思う。部長クラス

は行っているけれど。主要な施策についての視察については、全議員か

ら募って行けるような体制にするとか、何とかしないといけない。一部

の委員会だけで視察に行って決めてしまうと、下手を打つ場合がある。

やはり全１６人の議員が知恵を使ってできるだけいいようなものにする

という体制だけは、知識だけはみんなが公平に身に付くような形にすべ

きだと思う。 

 

 この前８月２１日に初めてその位置と図面が出たというだけですから

。 

 

 この先進地視察については、これを引きずって行くわけには行きませ

んので、こういう意見があったということを委員会で認識しておき、全

協の中でも提案して検討してもらったらと思う。議長と又相談してもら

うということで、今回はこの辺にしておきたいと思います。 

 

  来年に向けていろんな議論をしていただけるということですが、それ

では遅いという意見が少しあったのですが、その中で私聞かせていただ

く中で、行政視察を全員で行くという意味と、委員会審議ということで

、委員会審議がいいのか本会議審議がいいのかということで、去年視察

もして、その結論は出てなかったと思う。それらの問題とかみ合ってい

るのだけれど、議論を一緒にしたら余計にややこしくなるのではないか

と聞いていてそう思います。 

 今の合同での行政視察の提案の中で、萬里川委員が希望的な発言です

ということがありました。本当はそれを議論せないかんこともあります

。重要な施設の建設については、他の委員会の議員もいろんな知識を得

ておかないといけない。その中で野呂委員がおっしゃったように、私も

火葬場の時は上野の方とか橿原の方へ日帰りの視察に行った覚えもあり
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ます。いかるがホールについては、総務委員会の継続案件になっており

ましたので、総務委員会で対応されいましたし、近くでもそういう計画

はなかったように思います。 

  萬里川委員からの福祉会館のことで、いろんな知識を吸収したいとい

う意見もありますので、野呂委員もおっしゃっていますように全議員そ

して理事者側も一緒に行こうというこが必要だといっておれます。私も

必要だと思います。それは日帰りで計画させていただいて、町長３役も

一緒に行こうと、全議員に案内をさしあげて、議会全体での視察にさせ

てもらいたいと思います。 

 その先進地行政視察については、要項に書いてあるとおり、公費で行

ける者については、委員会を原則としていますので、その要項のも直し

も必要だと思います。その点は議会運営委員会で審議してもらって、全

体で行くようにしてもらうとしたら、公費での合同の視察は今年度では

ちょっと無理だと思う。来年度からになると思う。 

 

 たとえば今度でも総務と厚生が話し合ってもらって、合同で行こうと

、１日は厚生のものについて、１日は総務の課題のものを見てというこ

とは行けるわけですね。 

 

 それは前の訴訟の１つの要素ではなかったのかなと思う。野呂委員か

ら北海道の視察についてはそういうものではなかったんだと、要素的に

全議員が行っている、その中で例えば建水のものを初日に行っていると

、その時の他の人が今の形であったら、観光に過ぎるのではないかと、

そういう見方があったのではないかと思うので。 

 

 この問題については、全議員が関心があるのだから、私は一本に絞っ

て、例えば福祉会館建設に伴うもの、それは総務に関係ないとか、そう

いうものとは違うわけです。そうしたら特別委員会の設置という方法は
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採れないのか、その辺局長どうですか。 

 

 方法としましては、特別委員会を設置いたしまして、議決をいただい

て行政視察に行くことはできます。ただし、その中で特別委員会を辞め

たいという議員さんがおられましたら、本会議で許可をいただかなけれ

ばならないということがあります。もう一つの方法といたしましては、

先ほど議長がおっしゃいましたように、全議員で行けるということに要

項を改正して、そして議決を得て手順を踏んで行けば、行けるというこ

とになります。今のところ、斑鳩町の要覧から行けば、全議員で行くと

いうことは、どこにも謳われておりませんので、公費で行くということ

には無理があるのではないかということを意見として申し上げておりま

す。 

 

 全議員で行けるように今議会で変えておいたらどうか。 

 

 要項を変えられて、そしたらその中でも予算的なものをどうしてやっ

ていくのか、検討していかないといけない。今要項の見直しを今年度で

やって、来年度予算にそれらをできるようにと。 

 

 要項だけ変えておいて、もし行くのであれば補正したらいい。 

 

  補正を組んで行くということで決めていただければ、私は何ら文句な

いのですが、その後のことで、今行政視察についてはいろんな見方、い

ろんな目があり、また議員中でも行かなくてもいいのではないかという

意見の人もおられる。何も公費まで使っていかんでもいいのではないか

という意見にもなってくるし、その辺の兼ね合いで議論していただきた

いと思う。 
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 担当委員会で何度も見てきてるという人は、行かないという人もおる

やろう。みたい人が行けるような規則改正をしたらいいと思う。今回は

進んでいる人と遅れている人が両方おるから、足並みがなかなか揃わな

いように思う。 

  

 そこらの要項の見直し等を議会運営委員会でやっていただいて、来年

度から施行できるような形であって、そして緊急を要するような提案、

建設的な意見もいただいております。それについては、議長として近隣

の施設でもいいから、日帰りでの視察をできる方法を提案してもらえた

らと考えています。 

 

 今の議長のご意見に対して、分かった範囲でお答え願えますか。 

 

 議長のご提案されました日帰りということで私の意見を申し上げます

と、町にマイクロバスがありますので、１６人の議員さんが乗れます。

それを利用して厚生委員会が行く、そこへ他の議員さんが便乗していく

ということについては、何ら費用がかかりませんので、それはいけれる

と思いますが、ただ万が一、何か事故が起きたりしたら、果たしてこれ

が公務災害になるかならないかというのが心配いたしますので、やはり

行かれるときはきちんとした手続きを踏んで行かれた方がいいのではな

いかと思います。また、厚生委員さんが行って、全議員が行かれるとし

ても、やはり本議会の議決を得て活動するということになりますので、

この辺のきちんとした手続きだけはしておいた方がいいように思います

。 

 もう一つ気になりますのが、全議員さんが、要項改正もして議決をと

って総合福祉会館に行きました。しかし審議するということは厚生委員

会で継続案件としていきます。他に厚生委員さん以外の方がそこへどう

いう具合に声を反映させられるのか。ということは傍聴に来て、 
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傍聴の方から委員長に向けて発言をさせていただきたいとか、そういう

方向で進んでいかないと、施設に行って見せてもらった、それがまった

くそのまま声が反映されなくて、後になって住民からいろんな何かが出

てくるような心配があるかもしれません。それは私の思い過ごしか分か

りませんが、やはり全議員さんで行くというのはそれなりの手続きを取

って行くけれども、その後のフォローをどうするのかということもお考

えいただいた方がいいのではないかと考えます。 

 

  日帰りの委員会の視察を計画していただいて、その議決を取っておけ

ば公務として全議員に行っていただけるということになると思いますし

、後局長が申し上げたことが、先ほど委員会審議と全議員での視察とい

うことがリンクしているのだけれど、ちょっと離れているのではないか

という話を出していただきましたが、それは確か委員会で傍聴議員が委

員長が許可すれば発言は可能なわけですね。そういうことで、委員会で

そういう形でみんなの認識の上でやっていったら、いろんな意見、委員

会委員以外の議員が意見を言う場所はあるけれど、その意見がどういう

具合になるかということは、そこに所属している委員さんらがどういう

判断をされるかということです。そういうことで、今出たような形をで

きれば議会運営委員会で取っていただけるようにしていただいて、今の

総合福祉会館については、こういう具合にやっていこうと決めていただ

ければ、全協で理解してもらって、本会議で諮っていただきたいと、こ

のように思います。 

 

  要項はどのように変えるのか。 

 

 要項は２，３箇所変えていただければいけると思う。 

 視察実施の原則というところと、視察計画書の提出のところの２箇所

ぐらいを変えていただいたら行けると思います。 
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  暫時休憩します。（午前１０時４０分） 

 

  再会いたします。（午前１１時１８分） 

 先ほどの先進地視察の件に対して要項の変更と若干の補足ということ

で、議会運営委員会の方から提案してみまして、全協に諮っていくとい

うことになりました。その８条、１４条を局長から朗読していただきま

す。 

 

 斑鳩町議会委員の行政視察等に関する要項の中で、案として朗読させ

ていただきます。 

 第３章の先進地視察の第８条、視察実施の原則ということで、今現在

の要項の内容は、「先進地視察は委員会単位で行うことを原則とし、３

泊４日を限度とするということが明記されております。」これを案とい

たしまして、「先進地視察は委員会単位で行うことを原則とし、ただし

必要があると認め、議会が議決した場合は議会全体で実施することがで

きる。」ということ。 

 そして、第２項に先進地視察は１泊２日か２泊３日を限度とするとい

うことは明記しておりませんが、そのように改正するということと、 

第１０条に視察計画書の提出ということで設けられておりまして、そこ

の第１項に「委員長は第８条に規程する視察を実施しようとするときは

、計画書を議長に提出し、これを議長に提出し議会の議決を得ておかね

ばならない」と設けられておりまして、ここに２項といたしまして、「

議会全体で視察を実施しようとするときは、議会運営委員会が計画書を

作成し、議会の議決を得なければならない」という項目を設けるという

ことで、案を作成いたしております。 

 

 今局長が朗読したように我々といたしましても、議会運営委員会とし
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まして、これを全員協議会に提案していきたいと思いますが、これでよ

ろしいですか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

 それでは全協におきまして、このように要項を見直すということで提

案していきたいと思います。 

 

 ８条の２項で、空白になっている○泊○日のところを決めて出した方

がいいのでは。 

 

 どういたしましょうか。 

 

 １泊２日で行っておりますが、２泊３日を限度という形でいいと思い

ます。 

 

 （ 委員了承 ） 

 

 それでは２泊３日に取り決めさせていただきます。 

  次に、（４）奈良県町村議会議長会規約改正取扱内規の一部改正要旨

について、議長より説明お願いします。 

 

 （別紙により説明） 

 

 この件については、報告をいただいたということで終わっておきたい

と思います。 

  その他で、委員さんより何かございますか。 
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 委員会の中で三井の集会所の竣工式いつするのかという質問をさせて

いただいて、いつ返事があるのかと思っていたら、その竣工式に招待さ

れないということになって、議長と委員長がそこへ行くということで、

やはり４千万円以上のお金を出して、いくら補償工事といえども、内容

的にどういうものができたのか、どの位置にあるのかというのも、工事

の図面を見たら分かりますが、だけど今度のも集会所は内容を見たら、

車椅子用のトイレ等を完備しなければならないという法律ができたらし

い、今度はじめてそれが採用されて、車椅子でも利用できる便所も設置

されているわけです。 

 町内の施設ですので、議会での議決を求めて出来たものに対しては、

竣工式とかそういう形式張ったものでなく、施設ができたものを見せて

もらう意味で言ったのに、議長と委員長が行ったということで、委員会

の時に冒頭で見せてもらうようにとてくれということで、見せていただ

いた。それはそれで結構なんですが、今後第２分団の消防センターの竣

工とか出てくるので、その辺のところ大事な施設についてはそういう案

内があってもいいのではないかと思う。議運だけでなく全協でも諮って

みんなの意見を聞かせてもらいたいと思う。 

 

  この件に対しては、議長と相談し、今後この計らいはどこまで配慮し

ていくかということについて検討させてもらいまして、理事者に配慮す

るように申し上げておきたいと思います。 

 

 今回の場合、竣工式をするということで、委員会でも報告されており

ましたが、その竣工式が三井の自治会でするということで、その中で担

当から費用がかかるからということでしたが、そんなことを木田委員は

おっしゃっているのとは違うと、見せてほしいんだと、だからお金がな

いから議長と委員長だけだとか、そういう自治会からの話だったのか、

担当課からの話だったのか分かりませんが、木田委員のおっしゃるとお
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りだと思います。竣工式に行きたいのではなくて、やはり検査が終了し

た時点での成果物は、正式に全議員は説明を受けると、そういう形をこ

れからしてくべきではないかなと思う。 

 今後そういうものは、検査終了後に早い時期に議長の方に言ってもら

って、そして全議員に案内して、竣工式でなくても披露するということ

で、我々も議会の中で議論してたものを確認する義務があると思う。そ

ういう形を必ず取るように議会として申し入れておきます。 

 

 とにかく、集会所ですから総務も関係しています。建築については建

設水道も関係していますし、補償については厚生も関係しているから、

これはみんなの人に見といてもらったらいいだろうということで、私は

そういう思いで言っただけです。 

 

 今後こういう問題が出たときは、全議員には十分な配慮をせよとお願

いしておきたい。こういうことでよろしいですね。 

  議運の視察の日程について局長から報告していただきます。 

 

  今のところ、１０月２９、３０、３１日の頃と１１月５、６日のこの

辺で相手方と交渉したいと思っています。 

 

 そうしたら、１０月２９、３０日でどうですか。 

 

 （ 委員了承 ）  

  

 視察の目的について、至急案を挙げてもらいたいと思う。 

 

 行政視察の関係で１４条の規程で、議会運営委員会の視察を希望した

いのですが、お願いいたします。 



 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

萬里川委
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萬里川委
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 今議長が申し上げましたように、議運に参加したいという申し出がご

ざいますが、許可よろしいですか。 

 

 （ 委員了承 ） 

 

 そうしたら、議長として議運の視察に参加さすということで、決めて

行きたいと思います。 

 

  みな議運の視察についてこられているのに、議長が参加できないのは

おかしいのと違うのかなと思う。そういうことも含めて勉強したらどう

ですか。 

 

  今回は１４条の規定で参加させていただきます。 

 

 それと副議長の対応はどうなっていくのかということも勉強の中に入

れておいてもらいたい。そういう先進地のところを挙げてもらいたい。 

 

 それでは１０月２９日、３０日で、議長の参加を認めるということで

お願いをしておきます。 

 これで議会運営委員会を終わります。（午前１１時４０分） 

                            

 

 

 


